



































































(2) また､日本語 クラス (教室内活動)と教室外活動を連携させ､留学生のネ
ットワーク形成 をサポー トすると同時に､留学生 と日本人学生との双方向学
習の場の拡大と深化を図る｡
上記を具体化 したものが､今回報告する会話合同クラスである｡ このクラス





長崎大学の日本語研修 コースは1996年10月に開講 した｡ 会話合同クラスは




(2) 留学生 ･日本人学生双方ともが学習者 として参加 していること｡
(3) 活動内容は､基本的に留学生 と日本人学生の個人的な興味に添った自由会
話であること｡









































日本人学生平均 5名 (活水女子大学 :文学部 日本文学科 日本語
学 ･文学部英文学科､長崎大学 :水産学部 ･教育学部)
旦萱塵








































日本人学生平均 7名 (活水女子大学 :文学部 日本文学科 日本語









･クラス前に､ 日本人学生に対 して会話 シー トの内容と使用上の留意点､留学
生とのコミュニケーションにおける留意点について説明する時間を設けた｡
･留学生と日本人学生がお互いの都合のいい時間を使 って定期的に会って話を
する ｢会話パー トナープログラム｣を開始 した｡留学生課に依頼 し､長崎大
学の日本人学生 を対象に､留学生の会話パー トナーの募集広告を r学園だよ
り｣(長崎大学学生部発行)に掲載した｡反応は少なかったが､募集広告を
見て筆者に連絡 をとってきた学生 (10名)には､会話パートナーについての
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説明と同時に､会話合同クラスの説明を行った ｡ 講義時 間と重なっていない
場合､ほとん どの学生が会話合同クラスへの参加を希望 した｡日本人学生の
専門に幅が出たことで､会話内容にも変化 と幅が出てきた｡
･留学生12名中10名が ｢会話パー トナープログラム｣に登録 し､コース期間中
を通 して､主に授業後週 1回1時間から2時間程度パー トナーと会って話す
時間を持つようになった｡
･今期 も ｢自分の国の観光地について｣のプレゼンテーションの準備の時間を
特に設 けなかったが､会話パー トナーに援助 してもらって準備をしたものが
ほとん どであった｡










日本人学生平均 9名 (活水女子大学 :文学部 日本文学科 日本語





･TAとのミーティング時間の確保 については､昼休みの ミーテ ィング開始
時間を早める (筆者の研究室で昼食を一緒にとりながら)ことと､電子メイ























































































































見られた｡留学生 との完全に自由な 1対 1の会話において立ち往生してしまう
日本人学生にとって､会話合同クラスに参加することは､会話パー トナーとし
て活動するうえで以下のメリットがある｡
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年度秋期の途中からであるが､今回は1997年度春期から1997年度秋期途中まで
実施 した レポー トとそれ以後1998年度春期 まで14)の質問紙の記入内容の中か
ら､主に ｢母語である日本語に対する認識の変化｣と ｢異文化及び自文化と自
己に対する認識の変化｣に関するものを抽出し､それらを(1)日本語 自体に関す
















しては､前者は ｢えっ､何 ?｣とか､｢もう少 しゆっくりお願い します｣｢すみ









的なものを見せる (写真 ･地図等)｣｢絵を描 く｣等が挙げられていた｡しかし､
筆者にとって特に印象的だったのは以下の2つである｡
12 留学生と日本人学生の初級金筋合同クラス



































































































生と交流を持ちたいと考える日本人学生の多 くが､英語が話せない と留学生 と































最後に､このクラスを維持 していくためには､授業時間以外 にもかな りの
時間 と労力を要するが､日本人学生の募集や留学生 との接触 に慣れない日本
人学生の相談相手となり筆者をサポー トして くれたTAの海野明理さんにお札
を申し上げたい｡
また､このクラスの開設 とその後 2期 にわたってご協力 をいただいた活水
女子大学の渡辺誠治講師に深く感謝いたします｡
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注
1)椿 (1997)､松本 ･安井 (1998)､服部他 (1998)など｡























































Aさんも最後お別れする時に､｢今 日は楽 しかった｡あ りがとうございました｡｣
といって くださったので､とても賭 しかったです.･･･とってもいろんなことを考
えさせ られてきつ くはあったけど､またチャレンジというか､もっと楽 しみたい
ので､また授業が休許になったときにでも参加したいです｡
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5.結婚式 (けっこんしき)は どこでしますか｡/どこで したいですか｡







7. あなたの国に結婚相談所 (けっこんそうだんじ上)が あ りますか｡etc.
ACllVlTY 2












蓋 等 配 管 夢 巨
(会)1- (1) (令)1- (2) (会)1- (3)
ぷ ん こ lく′と こ
4.デートのとき､30分まっても､恋人が来なかったら､どうしますか0
やくそく じかん しごと お
5.デートの約束の時間までに､仕事が終わらなかったら､どうしますか0
6.国で､残業 (ざんぎよう) したことが ありますか｡etc.
22 留学生と日本人学生の初級会静合同クラス
ACllV]Tr3










うち い かた せ つr)い
*あなたの家への行き方 を､パー トナーに説明 してください｡
くexpressions)
みち
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3 パーティー
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第12回 1/25 プレゼンテーション (1):自分の国の観光地について
第13回 2/1 プレゼンテーション (2):自分の国の観光地について














･ 今 回話した ミャンマーの留学生の発音に前回のミャンマーの留学生と同じ
癖があった｡母語の音声によるものだと思われるが､とてもおもしろい｡
まだ語嚢が足 りない と思います｡それは私が話す ことで理解できない語が
あった り､留学生が何か言おうとしても自分の言いたいことが日本語でいえ
なかったりしたと思います｡
日本語が通 じないもどかしさと､日本語のむずか しさを知 った｡初めて外
国語としての日本語を少 し感 じた｡
私 は長崎大学で外国人と日本語で会話する授業に参加しました｡まず終わ
った直後の率直な感想 は､｢とて もきつかった｣です｡こんなに外国人 とし
ゃべって気を便 うだなんて考えて もみませんでした｡ -自分の使える日本語







それぞれにstrategyを持 っていて良かったと思います｡ 早す ぎてわか らな
い､ とか､一一は 何 ?とか理解で きていない理由が私 に伝えられていたの
で､楽しく会話できま した｡


















としてました｡音楽の話では ｢タイコが好 きですか?｣と聞かれ ｢好きだ｣
と答えると､彼はい きなりリズムをつけて机をたたきだし､私にもそれを求
めたので2人で机をたたきました｡なんだかGさんは喜んでいました｡馬の
話やモ ンゴル相撲の話､昨日は夜ふかししたのでねむいか ら ｢ねていいです
か?｣などと笑って行 ってきた りとジェスチャーつ きで楽しく話して くれま
した｡Gさんは授業の流れか ら少しおくれているらしく先生も心配して途中





















たように思 う｡ やはり､みな自分の日本語に対して何かしらの不安は持 っ
ているのだと思 う｡ それを､普通の､普段私たちが話すような堅苦 しくな
い会話の相手をしてあげることで､型にばかりとらわれずに自由に自分の








りなかった｡ しかし､それはそれで ｢違 うかな｣と思っていたことが ｢日
本 とあまり変わらない｣ということをはじめて気づき､おもしろいと思っ
た｡
冬休み､日本のホス トファミリーの家に行き､帰る時 ｢いつでも来て く
ださい｡｣と言われたが本当に行っても良いのか という質問をされた｡
｢日本人の友達が多 くなりましたか｣という質問に対して "友達" とい
う概念がⅠさんとT さんとでは違い､TさんにとってはⅠさんも､ただ一緒に
授業を受けるだけで､友達とは青えないと行っていた｡ どのくらいから友
達 といえるのか ということが問題 になった｡ 2人とも日本人の友達はいな







宗教 についての話題はそれぞれ信仰が違 うので話 していて私もおもしろ
かった｡エジプトのTさんは､ 1日に4回神聖な場所で祈らなければならな
い ｡






その国によって法律 (たばこ ･酒)がかな り違うこと｡
チュニジアでは日本人はみんな空手 (柔道)をしていると思っている｡







































































理由 としてでてきたのが､｢日本人は､自分 (学生)の話 した日本語が少し




















































て学びます｡ はじめはその姿 を ｢熱心だなあ｣ くらいにしかとらえきれなか
ったけど､今改めて思 うと､それが当た り前の人間本来の姿であり､日々､
新しいことを考え､学ぶことを忘れかけていた自分が恥ずかしく思いました｡
留学生センターへの訪問は､私にとってすご く大切なものを学ばせてもらえ
たように思います｡
